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【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  21/24     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/26     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   21/24     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   53/14     １０２　
   Ｂ０１Ｄ   53/26     １０１Ｃ
   Ｂ０１Ｊ   20/18     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｊ   20/08     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月10日(2015.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一酸化窒素および水分を含む混合ガスを、吸着剤に通流させて水分を当該吸
着剤に吸着させるための吸着工程を含む一酸化窒素精製方法であって、
　上記吸着剤として、無機系吸着剤に対して、無機酸塩を生成するための前処理が予め施
された前処理済吸着剤を用いることを特徴とする、一酸化窒素精製方法。
【請求項２】
　上記前処理は、鉱酸水溶液と上記無機系吸着剤とを接触させる操作を含む、請求項１に
記載の一酸化窒素精製方法。
【請求項３】
　上記鉱酸水溶液は硝酸水溶液である、請求項２に記載の一酸化窒素精製方法。
【請求項４】
　上記前処理は、酸性ガスと上記無機系吸着剤とを接触させる操作を含む、請求項１に記
載の一酸化窒素精製方法。
【請求項５】
　上記混合ガスは、不純物として二酸化窒素および二酸化硫黄の少なくとも一方を含み、
　上記混合ガスを上記吸着工程行う前に、当該混合ガスをアルカリ水溶液に接触させて上
記不純物を吸収除去するためのアルカリ洗浄工程を更に含む請求項１～４のいずれかに記
載の一酸化窒素精製方法。
【請求項６】
　少なくとも一酸化窒素および水分を含む混合ガスから水分を吸着除去するための無機系
吸着剤を充填した吸着管を含む一酸化窒素精製システムであって、
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　上記無機系吸着剤は、無機酸塩を生成するための前処理が予め施されていることを特徴
とする、一酸化窒素精製ライン。
【請求項７】
　上記無機酸塩は、硝酸塩である、請求項６に記載の一酸化窒素精製ライン。
【請求項８】
　上記混合ガスは、不純物として二酸化窒素および二酸化硫黄の少なくとも一方をさらに
含み、
　上記吸着管よりも上流側に、上記混合ガスから上記不純物を接触除去するためのアルカ
リ水溶液が収容された吸収液接触装置が設けられている、請求項６又は７に記載の一酸化
窒素精製ライン。
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